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二
年
四
か
月
の
休
館
を
経
て
、
郷
土
博
物

館
は
い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　

今
回
は
、
開
館
か
ら
四
〇
年
近
く
た
つ
博

物
館
の
建
物
と
空
調
設
備
等
を
す
べ
て
改
修

す
る
こ
と
が
目
的
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
と
く

に
空
調
は
近
年
の
暑
さ
に
も
対
応
で
き
る
最

新
式
の
機
械
を
入
れ
、
妨
害
虫
の
た
め
の
く

ん
蒸
庫
設
備
も
、
薬
剤
の
切
り
替
え
に
合
わ

せ
た
も
の
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
は
、
文
化
遺
産
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
、
区
内
の
美
術
資
料
を
、
い

つ
で
も
観
覧
で
き
る
よ
う
に
、
美
術
資
料
に

特
化
し
た
展
示
ケ
ー
ス
も
備
え
ま
し
た
。

　

美
術
品
を
陳
列
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
で

き
た
だ
け
で

は
な
く
、
美

術
品
の
生
ま

れ
る
背
景
を

区
の
歴
史
の

な
か
に
位
置

づ
け
、
郷
土

史
の
ス
ト
ー

リ
と
し
て
紹

介
し
て
い
ま

す
。
歴
史
、

民
俗
、
美
術

史
が
優
合
し

て
常
設
展
示

を
創
る
、
例

を
見
な
い
形

で
す
。

　

日
本
最
古
の
美
術
雑
誌
『
國
華
』
に
特
集

さ
れ
た
「
千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
」
で
取

り
上
げ
た
資
料
の
な
か
か
ら
、
琳
派
の
作
品

を
中
心
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
企
画
展
示
室
で
、
足
立
区

に
香
り
た
つ
、
琳
派
の
美
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

4
月
26
日
11
時

4
月
26
日
11
時

　
　
　
　
足
立
区
立
郷
土
博
物
館

い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

「美術博物館」へと生まれ変わる　博物館
１F　ホール　　　美術資料を常設展で見られるホール
１F　企画展示室　美術資料にいっそう特化した展示
　　　　　　　　　ケース仕様に全面改修

同
時
開
催

千
住
・
足
立
の

　
　
文
化
遺
産
　
前
期

香
り
た
つ
　琳
派
の
美

4
月
26
日
〜
6
月
29
日

■
一
般
公
開

　

4
月
26
日
（
土
曜
日
）

　

午
前
11
時
よ
り

■
オ
ー
プ
ン
記
念
無
料
公
開

　

4
月
26
日
〜
5
月
６
日

　

無
料
公
開
期
間
中
、
館
内
ク
イ
ズ
ラ

　

リ
ー
実
施
。
ク
イ
ズ
に
答
え
た
方
に

　

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
休
館
日

　

月
曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、

　

そ
の
翌
平
日
。
（
4
月
28
日
は
月
曜

　

休
館
、
５
月
７
日
は
振
替
休
館
と
な

　

り
ま
す
。
）

＊
図
書
室
の
利
用
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

足立区立郷土博物館リニューアルオープン…　　　はい、文化財係です47　古墳時代の
馬の歯…　　　お化け煙突60周年④職場で…

　



令和７年４月 足 立 史 談 第 686号（２）
　

伊
興
・
谷
下
（
や
じ
っ
た
）
・
狭
間
遺
跡

（
以
下
、
伊
興
遺
跡
と
省
略
）
は
足
立
区
東

伊
興
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
及
び
伊
興
本
町
１

丁
目
か
ら
２
丁
目
に
ま
た
が
る
範
囲
に
所
在

す
る
、
足
立
区
で
最
大
の
面
積
を
誇
る
遺
跡

で
す
。
伊
興
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世

に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
す
が
、
集
落
の
形

成
は
古
墳
時
代
初
頭
に
は
じ
ま
り
、
特
に
古

墳
時
代
中
期
に
隆
盛
を
み
ま
す
。

　

今
回
、
伊
興
遺
跡
で
第
４
次
調
査
が
行
わ

れ
、
古
墳
時
代
の
祭
祀
遺
構
と
考
え
ら
れ
る

土
坑
か
ら
、
馬
の
歯
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
古
墳
時
代
の
馬
の
歯
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
第
４
次
調
査
成
果
】

　

令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
２
４
日
ま

で
の
期
間
で
、
第
４
次
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
発
掘
調
査
面
積
は
２
１
０
㎡

で
、
遺
跡
範
囲
の
中
で
は
北
西
端
に
近
い
箇

所
で
す
。
調
査
地
点
北
北
東
側
に
は
「
渕
の

宮
」
と
よ
ば
れ
る
伊
興
氷
川
神
社
が
あ
り
、

北
東
側
に
は
伊
興
遺
跡
の
中
心
と
考
え
ら
れ

る
伊
興
遺
跡
公
園
が
所
在
し
ま
す
。
（
第
１

図
）

　

今
回
の
調
査
範
囲
で
は
、
お
も
に
古
墳
時

代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
祭
祀
に
関

連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
遺
構
お
よ

び
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
破
片
点

数
に
し
て
土
師
器
・
須
恵
器
１
０
３
１
２
点

で
、
意
図
的
に
打
ち
欠
い
た
よ
う
な
状
態
で

出
土
す
る
も
の
が
多
く
、
１
点
ご
と
の
平
均

重
量
は
わ
ず
か
13
・
６
ｇ
で
す
。
他
に
も
土

錘
（
ど
す
い
・
漁
網
の
お
も
り
）
な
ど
の
土

製
品
16
点
、
臼
玉
22
点
、
石
製
模
造
品
３
点
、

馬
の
歯
16
点
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
今
回
出
土
の
馬
の
歯
】

　

調
査
範
囲
北
西
側
の
２
Ｃ
号
遺
構
（
土

坑
）
か
ら
、
意
図
的
に
破
砕
さ
れ
た
須
恵
器

大
甕
・
土
師
器
大
甕
の
破
片
な
ど
と
共
に
、

馬
の
歯
が
出
土
し
ま
し
た
。
（
第
２
図
）

　

馬
の
歯
は
、
約
１
３
０
㎝×

１
０
０
㎝
の

範
囲
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
（
第
３
図
）

　

今
回
出
土
の
馬
の
歯
は
臼
歯
の
み
１
６
点

で
、
す
べ
て
別
の
歯
種
で
あ
り
、
歯
の
遺
存

状
態
や
歯
長
・
歯
高
の
サ
イ
ズ
か
ら
馬
１
体

分
で
、
推
定
年
齢
は
３
歳
程
度
の
若
年
馬
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
（
第
四
図
）
馬
の
歯
は
、

共
伴
遺
物
（
同
一
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
遺

物
）
か
ら
古
墳
時
代
中
期
後
葉
〜
後
期
（
５

世
紀
末
〜
６
世
紀
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
臼
歯
の
多
く
が
、
バ
ラ
バ
ラ

に
散
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
部
の
歯
は
歯

列
通
り
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
馬
の
頭
部
が

置
か
れ
、
も
と
も
と
頭
蓋
骨
・
下
顎
骨
も
あ

っ
た
も
の
の
長
年
の
間
に
消
失
し
、
堅
牢
な

臼
歯
の
み
が
残
存
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四
肢
骨
に
つ
い
て
は
、
頭
蓋
骨
・
下
顎
骨
が

消
失
し
た
と
す
る
と
、
同
じ
よ
う
に
消
失
し

第１図　調査地点位置図

第２図　第４次調査遺構全体図

第３図　馬の歯分布図

古
墳
時
代
の
馬
の
歯

古
墳
時
代
の
馬
の
歯 4747
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た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
は
じ
め
か
ら
存
在
し

な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。　

【
馬
の
頭
部
が
置
か
れ
た
意
味
】

　

馬
を
儀
礼
や
祭
祀
で
扱
う
際
に
は
、
そ
の

頭
部
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
必

ず
し
も
頭
の
み
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
今

回
の
調
査
範
囲
で
は
、
土
師
器
や
須
恵
器
の

大
甕
が
故
意
に
破
砕
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ま
と

め
て
遺
棄
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
滑
石
製

の
臼
玉
や
石
製
模
造
品
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、

祭
祀
に
関
す
る
と
推
測
さ
れ
る
遺
物
が
多
数

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
（
第
五
・
第
六
図
）

　

こ
れ
ら
の
共
伴
遺
物
や
、
遺
跡
全
体
が
祭

祀
遺
跡
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬

に
つ
い
て
も
儀
礼
や
祭
祀
に
関
連
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
範
囲
は
古
墳
時
代
の
祭
祀
の

場
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
調
査
地
点
か
ら
西
は

地
山
で
あ
る
シ
ル
ト
層
面
の
標
高
が
下
が
り
、

こ
の
地
点
は
古
墳
時
代
に
お
い
て
は
水
辺
に

張
り
出
し
て
い
て
、
馬
を
用
い
た
水
辺
の
祭

祀
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
過
去
の
調
査
で
の
馬
の
出
土
】

　

過
去
の
調
査
で
は
、
１
９
９
２
年
の
伊
興

遺
跡
公
園
地
点
の
調
査
で
、
古
墳
時
代
の
包

含
層
か
ら
、
成
獣
１
体
分
の
馬
の
骨
盤
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
出
土
状
況
か
ら

祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
よ
う
な
痕
跡
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

他
に
も
１
９
９
７
年
の
伊
興
遺
跡
の
下
水

道
敷
設
工
事
に
よ
る
調
査
で
、
古
墳
時
代
〜

奈
良
・
平
安
時
代
初
頭
ま
で
の
遺
構
か
ら
、

７
体
分
の
馬
の
歯
・
骨
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
解
体
な
ど
に
み
ら
れ
る
骨
の
加

工
痕
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
９
９
９
年
の
調
査
で
は
今
回
の
調
査
地

点
よ
り
少
し
北
東
寄
り
の
箇
所
で
、
古
墳
時

代
中
期
前
半
の
遺
構
か
ら
、
１
体
分
の
第
３

切
歯
と
み
ら
れ
る
馬
の
歯
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
の
例
は
伊
興
遺
跡
で
は
最
古
の
馬
の

出
土
事
例
に
な
り
ま
す
。

　

伊
興
遺
跡
以
外
で
は
、
伊
興
遺
跡
か
ら
南

西
に
１
キ
ロ
ほ
ど
の
位
置
に
あ
る
若
宮
八
幡

神
社
遺
跡
か
ら
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈

良
・
平
安
時
代
の
包
含
層
よ
り
、
３
〜
４
歳

程
度
の
馬
１
体
分
の
歯
と
下
顎
骨
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
し
た
通
り
、
今
回
の
調
査
以
前
に

も
足
立
区
内
で
は
馬
の
歯
や
骨
の
出
土
例
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
明
確
な
古

墳
時
代
の
祭
祀
遺
構
で
の
出
土
例
は
初
め
て

に
な
り
ま
す
。

　

古
墳
時
代
の
馬
の
歯
や
骨
の
出
土
例
は
全

国
的
に
み
る
と
、
あ
ま
り
類
例
が
多
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
発
見
は
非
常
に

重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
伊
興
・
谷
下
・
狭
間
遺
跡
第
４
次
調
査
速

報
展
】

　

伊
興
・
谷
下
・
狭
間
遺
跡
第
４
次
調
査
速

報
を
開
催
中
で
す
。
場
所
は
伊
興
遺
跡
公
園

展
示
館
２
階
展
示
室
で
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

（
遺
跡
発
掘
調
査
員　

上
野
未
来
）

  

第４図　今回出土の馬の歯

第５図　馬の歯と高坏脚部

第６図　須恵器大甕破片

日暮里・舎人ライナー　
　　－見沼代親水公園駅　ミニ展示―

2025年度
「舎人の歴史　写真館」
　昭和４０年（１９６５）頃の舎人の写真と、
舎人の地に伝わる伝説、戦国武将、赤山街道の
宿-舎人-で開かれた市について紹介します。

とねり
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■
ク
リ
ン
カ
ー
落
と
し　

ボ

イ
ラ
ー
内
で
の
燃
焼
に
よ
っ

て
生
じ
た
灰
の
粒
子
が
溶
融

固
化
し
、
加
熱
管
や
炉
壁
に

付
着
し
、
燃
焼
効
率
の
低
下

を
招
く
な
ど
弊
害
が
大
き
い

た
め
、
炉
内
が
冷
え
た
夜
勤

（
三
直
）
に
ク
リ
ン
カ
ー
落

と
し
を
行
っ
た
。

　

ク
リ
ン
カ
ー
棒
と
呼
ぶ
長

さ
約
四
ｍ
位
の
鉄
棒
で
、
缶

裏
か
ら
二
人
、
と
き
に
は
三

人
で
、
先
棒
が
ク
リ
ン
カ
ー

に
狙
い
を
定
め
、
「
そ
れ
！
」
と
掛
け
声
で
、

あ
と
棒
に
合
図
し
、
つ
つ
き
落
と
し
た
が
、

き
つ
い
作
業
だ
っ
た
。

　

先
輩
が
、
「
新
入
社
員
の
頃
、
ク
リ
ン
カ

ー
が
な
か
な
か
落
ち
な
く
て
、
『
お
前
、
中

に
入
っ
て
落
と
し
て
こ
い
！
』
と
言
わ
れ
た

と
き
は
一
瞬
ビ
ビ
っ
た
よ
。
観
念
し
て
耐
熱

服
を
着
て
潜
り
込
ん
だ
け
ど
、
熱
い
の
な
ん

の
、
ま
い
っ
た
ね
。
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
落

と
し
て
す
ぐ
出
て
き
た
け
ど
、
二
度
と
や
り

た
か
ね
え
よ
」
と
。
筆
者
も
同
感
。

■
鉄
梯
子
の
滑
り
台　

各
種
作
業
に
使
用
す

る
の
が
、
ボ
ロ
布
を
何
枚
も
重
ね
て
塗
っ
た

「
ボ
ロ
手
」
。
形
は
、
家
庭
で
使
用
す
る
ナ

ベ
つ
ま
み
と
同
形
。
ボ
イ
ラ
ー
上
部
で
作
業

が
終
わ
り
、
鉄
梯
子
（
昇
降
階
段
）
を
降
り

る
際
、
手
ス
リ
を
ボ
ロ
手
で
つ
か
み
、
両
ヒ

ジ
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
た
状
態
で
滑
り
降
り

て
く
る
。
鉄
梯
子
を
歩
い
て
降
り
る
よ
り
早

く
、
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
に
着
地
。

　

こ
ん
な
と
こ
主
任
や
総
括
者
に
見
つ
か
る

と
、
「
あ
ぶ
ね
え
真
似
す
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
！
」

と
怒
声
が
飛
ん
で
く
る
。

　

で
も
、
缶
前
は
誰
で
も
や
っ
て
る
し
、
主

任
だ
っ
て
缶
前
の
と
き
や
っ
て
た
ん
じ
ゃ
ね

え
の
。
柳
に
風
と
受
け
流
す
度
胸
も
出
て
き

た
。
生
意
気
な
若
造
だ
っ
た
。

■
水
面
計
取
り
換
え　

独
り
立
ち
し
て
一
カ

月
も
た
た
な
い
あ
る
日
の
こ
と
、
頭
上
で

「
パ
カ
ッ
」
と
音
が
し
た
。
見
上
げ
て
も
異

常
が
な
さ
そ
う
。

　

す
る
と
、
隣
の
先
輩
缶
前
が
大
声
で
、

「
水
面
計
を
見
て
み
ろ
！
」
と
。
再
び
見
上

げ
る
と
、
水
面
計
か
ら
蒸
気
ら
し
き
も
の
が

漏
れ
て
い
る
。

　

水
面
計
の
取
り
換
え
は
実
習
の
と
き
見
て

い
た
だ
け
。
腹
を
く
く
っ
て
当
直
主
任
に
水

面
計
取
り
換
え
を
申
し
出
た
。

　

主
任
は
、
「
カ
ク
ち
ゃ
ん
初
め
て
か
。

俺
が
手
伝
っ
て
や
る
か
ら
や
っ
て
み

ろ
」
と
の
こ
と
。
主
任
の
顔
が
仏
様
に

見
え
る
と
は
こ
の
こ
と
。
主
任
の
指
導

で
お
っ
か
な
び
っ
く
り
作
業
を
し
て
い

る
と
「
お
め
ぇ
そ
ん
な
こ
っ
ち
ゃ
ぁ
一

丁
前
に
ゃ
な
れ
ね
え
ぞ
」
ハ
ッ
パ
を
か

け
ら
れ
な
が
ら
も
何
と
か
取
り
換
え
を

完
了
し
た
。

「
俺
が
缶
前
の
頃
は
、
安
全
も
へ
っ
た

く
れ
も
な
か
っ
た
ん
だ
。
む
し
ろ
、
危

ね
え
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
も
平
気
な
顔

で
や
る
の
が
『
か
っ
こ
い
い
』
っ
て
思

わ
れ
た
も
ん
だ
ぜ
。
で
も
な
、
今
は
安

全
第
一
の
時
代
だ
か
ら
、
気
を
抜
か
ず

に
や
る
ん
だ
よ
」
に
こ
に
こ
顔
で
優
し

い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
。

■
ソ
ロ
バ
ン
は
苦
手　

汽
缶
に
は
、
蒸

気
圧
力
計
、
炉
内
・
煙
道
な
ど
の
通
風

量
、
各
部
の
温
度
な
ど
の
計
器
が
取
り
付
け

ら
れ
た
計
器
盤
が
あ
り
、
担
当
が
定
時
に
記

録
し
、
当
直
室
で
計
算
・
集
計
し
て
い
た
。

　

新
入
社
員
研
修
で
学
ん
だ
と
き
の
こ
と
、

筆
者
は
ソ
ロ
バ
ン
が
出
来
な
い
。
工
業
学
校

は
計
算
尺
で
ソ
ロ
バ
ン
は
使
わ
な
い
。
シ
メ

シ
メ
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
最
初
、
筆
算
で

や
っ
て
い
た
ら
指
導
員
か
ら
「
ソ
ロ
バ
ン
使

え
！
」
と
怒
ら
れ
、
最
初
の
「
ぱ
ち　

ぱ
ち

　

ぱ
ち
」
が
し
ば
ら
く
経
つ
と
「
パ
チ
パ
チ

パ
チ
」
、
音
が
綺
麗
に
な
っ
て
き
た
。
慣
れ

ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
。
と
思
っ
た
次
第
。

■
先
輩
の
は
な
し　

筆
者
は
、
詰
所
や
社
員

浴
場
な
ど
で
先
輩
の
昔
話
を
聞
く
の
が
好
き

だ
っ
た
が
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

も
の
も
あ
っ
た
。

　

Ｔ
Ｆ
さ
ん
（
昭
和
二
十
四
年
入
社
）

・
電
力
需
要
の
減
少
が
始
ま
っ
た
頃
、
よ
う

や
く
３
〜
４
時
間
の
仮
眠
が
可
能
に
な
っ
た

が
、
入
社
間
も
な
い
我
々
は
、
床
や
グ
レ
ー

チ
ン
グ
（
鋼
材
を
格
子
状
に
溶
接
し
た
製
品

で
、
工
場
の
歩
行
路
や
道
路
側
溝
の
蓋
な
ど

に
使
用
す
る
）
に
む
し
ろ
を
敷
き
、
ぼ
ろ
き

れ
を
枕
に
し
て
寝
た
。

　

昭
和
二
十
八
年
入
社
の
Ａ
Ｓ
さ
ん
も
、
缶

裏
の
通
路
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
寝
た
。
と
の

こ
と
。

・
運
転
中
や
各
種
作
業
時
に
安
全
帽
は
一
切

使
用
し
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
安
全
帯
な

ど
知
る
由
も
な
し
。
ま
た
、
履
物
は
地
下
足

袋
で
、
作
業
靴
が
支
給
さ
れ
た
の
は
三
十
年

代
に
な
っ
て
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　

元
千
住
火
力
発
電
所
所
員

 

④
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で
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追
録
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